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見てみよう！歴史災害記録と旬のあいち

◆ 正
しょうぼうじ

法寺

◆ 災害にまつわる碑や史跡には、実際にその地域で起こったことが記録されているだけでなく、当時の人たちの思い（二度と被害を
　繰り返さないように、など）が込められています。碑や史跡の前では、災害が実際にこの地域で起こるということを実感していた
　だくとともに、そうした先人たちの声に耳を傾け思いを巡らせ、身の回りの備えにつなげ、 これからの防災に活かしてください。
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所在地：西尾市吉良町乙川
交　通：名鉄西尾線「吉良吉田」駅 南東 約 2.5km
　西尾市の三河湾に近い吉良や一色には、江戸時代に新田
開発された地域が広がっており、台風などにより、たびた
び被害を受けてきました。この地域には、特に被害の大き
かった、明治 22（1889）年 9 月 11 日の高潮、昭和 28（1953）
年 9 月 25 日の 13 号台風にまつわる記念碑や慰霊碑が数多
く残されています。
　吉良町乙川の正法寺には、明治 22 年高潮の浸水位を表
した「津なみの標」、昭和 28 年 13 号台風の浸水位を表し
た「高潮標」が建てられています。明治 22 年高潮では、
乙川を含む幡豆郡 7 村付近で堤防 35 箇所が切れ、3km 以
上にわたり決壊し、家屋の全壊・流失は 314 棟、死者は
401 名に及びました。これは愛知県全体の死者数の半数に
上ります。乙川では、数軒の家屋被害が発生し、2 名が犠
牲になっています。昭和 28 年 13 号台風では、隣の一色町
の被害が大きく、堤防が 51 箇所で決壊、町域の 80％が浸
水し、16 名の方が犠牲となりました。13 号台風での愛知県・
三重県の海岸堤防の被害を契機に、1956 年には海岸法が
成立し、海岸保全が体系的に進められることとなりました。

　正法寺の境内は、正面の道路から階段を上がった少し高
いところにあります。津なみの標、高潮標は、階段の下、
敷地の入口付近に設置されており、海岸線からは 1km ほど
内陸になりますが、明治 22 年高潮、昭和 28 年 13 号台風
の際には、それぞれの碑の高さまで浸水が到達しています。
ちなみに、明治 22 年高潮の浸水位を表した津なみの標の
ほうが約 20cm 高くなっています。
　正法寺の背後には、国指定史跡の正法寺古墳があります。
正法寺古墳は、全長 94m の西三河最大の前方後円墳で、出
土した埴輪や墳丘の形態の特徴から、古墳時代中期前葉（4
世紀後半）に築かれたものと考えられています。
　さて、西尾市のハザードマップや愛知県防災学習システ
ムで浸水想定を見ると、正法寺古墳一帯が、浸水エリアか
ら浮き出た島のように見えます。周辺一帯は新田開発で埋
め立てられた、もともとは海だった場所であり、正法寺古
墳はちょうど陸から突き出た半島のような場所に築かれて
います。このあたりは、矢作川と三河湾を結ぶ水上交通の
要所となる場所であり、正法寺古墳の被葬者は、三河湾、
さらには伊勢湾に通じる交通路を配下に置き、強大な勢力
を有した豪族と考えられています。古墳を少し上った場所
から海を眺める
と、遠く知多半
島越しに、鳥羽、
伊勢の山々まで
見渡すことがで
きます。
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◆正法寺の周辺には…

◆ この地域の災害に関する碑・史跡、資料・体験談集、地域に残る古文書、研究資料、郷土史研究者・団体などの情報がありましたら、
　 gensaisan2014@gmail.com まで情報をお寄せください。

◆ 県内の歴史地震記録をホームページで紹介しています。各地の碑や史跡等にご興味をお持ちいただけましたら、『歴史地震記録に学ぶ 防災・
　 減災サイト』（http://www.pref.aichi.jp/bousai/densho/index.html）をぜひご覧ください。

（発行：減斎の会・名古屋大学減災連携研究センター　2022 年 5 月）
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◆詳細な地図は『歴史地震記録に学ぶ 防災・減災サイト』（http://www.pref.aichi.jp/bousai/densho/index.html）をご覧ください。

●ブレイクタイム●
♪ 西尾かき氷
　西尾市では、ここ数年来、西尾かき氷がブームを呼んでいます。西尾かき氷は「西尾市の食材

を使った独創性のあるフォトジェニックなかき氷」が条件で、インスタ映えするかき氷が市内各

地で提供されています。中でもやはり抹茶を使ったかき氷が一番人気です。

　毎年夏にはスタンプラリーも開催されます。西尾市観光協会の HP（https://nishiokanko.com/

list/season/nishio_kakigori）を見るだけで、かき氷の季節が待ち遠しくなりますね。

 
 

 

● 宝
ほうしゅいん

珠院（海
かいしょうきねんひ

嘯記念碑、三
さんがいばんれいひ

界萬霊碑） ● 大島八幡社
所在地：西尾市吉良町吉田石池
交　通：名鉄西尾線「吉良吉田」駅 北西 約 300m
　宝珠院の門前には、明治 22 年高潮の惨状を
伝える海嘯記念碑と、死者を弔う三界萬霊碑が
あります。記念碑には、高いところで約 4.6m

の海水が来たこと、家や
舟等が流されたこと、堤
防がほとんど流されたこ
となどが刻まれています。

所在地：西尾市吉良町大島
交　通：名鉄西尾線「吉良吉田」駅 西 約 2.5km

　嘉永 7（1854）年の安政東海・南海地震
で八幡社社殿や浄泉院の庫裏、村の家屋 54
軒などが倒壊して大津波が押し寄せたこと、
藩主から見舞金が
下されたことが、
八幡社の棟札に記
されています。

● 薬師堂（戦死震災者之碑）
所在地：西尾市高河原町　　交　通：名鉄西尾線「西尾」駅 南東 約 2.5km
　この碑は、戦死者と昭和 20（1945）年三河地震による震災死亡者の両方が祀られています。このうち
裏面には震災関係の死者として 20 人の名前が刻まれています。

　西尾は全国でも有数の抹茶の産地です。西尾市
内の抹茶工場と農園では、毎年、お茶の収穫シーズ
ンに合わせて「一番茶茶摘み体験と抹茶工場見学ツ
アー」が開催されます。
　工場では、抹茶ができるまでの工程を見学し、見
学後は、抹茶とお茶菓子を楽しむことができます。
一息ついたあとは、農園で一番茶の茶摘み体験です。
茶摘みの方法は「西尾おもてなし隊」の皆さんから
教わります。茶摘み以外にも、西尾市の歴史や観光地、ツアー後の立ち
寄りスポットなども教えてくれます。ツアーの最後には、茶摘み娘の衣
装（カスリ）を着て写真を撮ることができるサービスもあります。

★ 一番茶茶摘み体験＆工場見学ツアー
　きゅうりは「黄瓜」が
語源とも言われ、熟すと
黄色くなります。普段食
しているのは、生長途中
のものです。イボが多く残り、切り口がみ
ずみずしく、皮に張りがあるものが新鮮で、
太さが一定のものがおいしいとされます。
　愛知県内の主な産地は西尾市、安城市、
美浜町です。本来は夏の野菜ですが、施設
栽培の普及により、愛知県では冬から春に
かけて出荷が多くなっています。
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